
2023年SUPER GTシリーズ第3戦の舞台は鈴⿅サーキット。近畿〜中部地⽅の梅⾬⼊り
直後となる6⽉3、4⽇に開催されたレースにおいて、チームクニミツのNo.100 
STANLEY NSX-GTは予選3番⼿を獲得。決勝は終盤からハイペースで追い上げを狙って
いたが、残り19周の時点で⼤きなクラッシュが発⽣。⾚旗中断を経てそのまま終了とな
り、5位⼊賞を果たした。⼀⽅、レース結果を巡って控訴が⾏なわれているため、現在の
順位は暫定扱いとなっている。

RACE
DATE
CIRCUIT
WEATHER
RESULT

2023 AUTOBACS SUPER GT Round3 SUZUKA GT 450km RACE
予選︓2023年6⽉3⽇ 決勝︓2023年6⽉4⽇
鈴⿅サーキット（三重県）
予選︓晴れ/ ドライ 決勝︓ 曇り/ドライ
公式練習︓8位 予選︓3位 決勝(暫定)︓5位   

◎予選⽇︓

搬⼊⽇にあたる2⽇は、台⾵2号の通過さらに線状降⽔帯などの影響を受けて、サー
キット周辺は激しい⾬に⾒舞われた。幸い、夜遅くに⾬も⽌み、⼟曜⽇は冷たく強い
⾵が終⽇吹いていたものの、朝から⻘空が広がる好天に恵まれた。午前9時15分、公式
練習がスタート。気温23度、路⾯温度26度のコンディションのもと、まずは持ち込み
のセットアップ確認が始まった。

GT300クラスとの混⾛枠で出⾛したのは⼭本尚貴選⼿。セットアップの微調整やタイ
ヤの⾒極め等の作業を重ね、およそ50分ほどステアリングを握った。牧野任祐選⼿は
混⾛残り30分を切った頃にコースイン。まず⼭本選⼿が確認したクルマのフィーリン
グを確かめつつ、専有⾛⾏終了時まで⾛⾏を続けた。



また、その後のGT500専有⾛⾏時もドライブを継続。最終的にセッション終盤にマー
クした1分46秒058がチームベストとなり、8番⼿で朝のセッションを終了している。
⼭本選⼿によると、クルマのバランス含めて調⼦があまり良くなかったとのこと。
インターバルを使ってミーティングを重ね、改めてセットアップを⾒直し、午後から
の予選に備えることになった。

ノックアウト予選は午後3時25分に開始。サポートレースのセッションディレイによ
り、当初の予定より20分遅れで開始された。GT300クラスのQ1を経て、GT500クラ
スQ1が午後3時58分にスタート。牧野選⼿がNo.100 STANLEY NSX-GTに乗り込ん
だ。しっかりとタイヤを温め、チェッカーラップでタイムを出しに⾏くと1分45秒
231をマーク。この時点で暫定3番⼿につけたが、後続⾞両がさらにタイムを縮めてき
たため、8番⼿でセッションを終えることに。とはいえ、公式練習後の僅かな時間で
調整を⾏ない、⾒事Q2進出を果たしたことは、ドライバーはもとよりチームの総合⼒
の賜物と⾔えるだろう。

上位8台によるQ2は午後4時36分から始まる。セッション開始直後に40度あった路⾯
温度も少し下がり、38度に。計測4周⽬でアタックラップを⾏なった⼭本選⼿は
チェッカーが振られるなか、1分44秒763の好タイムをマークしてトップに躍り出る。
だが、そのあと3台がさらにタイムを伸ばしたため、No.100 STANLEY NSX-GTはQ2
を4番⼿で終了することとなった。ところがその後の再⾞検において、トップタイム
をマークした24号⾞ Nissan Zが不合格扱いでタイム抹消に。結果、ポジションがひ
とつ繰り上がり、予選3位の結果を⼿にしている。

予選⽇を振り返った⼭本選⼿は「⾃信よりも不安のほうが⼤きかった」とコメント。
公式練習からコンディションが好転したクルマを操り、牧野選⼿がQ1を突破。バトン
を繋いでくれたことで良いアタックができたという。「⼤きなミスもなく、久々に⾃
分⾃⾝もいいアタックができたと思える予選だった」と満⾜気だった。また、重要な
Q1を任された牧野選⼿も「Q1を通過できると思ってなかったが、ギリギリ通れたこ
とでQ2では（⼭本）尚貴さんが素晴らしいアタックを⾒せてくれた」と笑顔を⾒せた。
決勝はセカンドローからのスタートを切るNo.100 STANLEY NSX-GT。決勝では、表
彰台がグッと近づいた位置でスタートを切ることになる。



◎決勝⽇︓

予選⽇のような強い⾵は収まり、連⽇⽇差しに恵まれた鈴⿅サーキット。正午からの
ウォームアップ⾛⾏を前に気温は27度、路⾯温度に⾄っては45度まで上昇。450km
の⻑丁場において、どうタイヤをマネージメントし、優位にもっていくかがポイント
になった。

午後1時30分になると、三重県警の⽩バイとパトカーの先導によるパレードラップが
始まる。その後、フォーメーションラップを経て77周にわたる決戦が幕を開けた。
No.100 STANLEY NSX-GTには牧野選⼿が乗り込み、第1スティントを担当する。そ
の牧野選⼿はポジションキープでオープニングラップを終えたが、後続の1号⾞
Nissan Zに差を詰められ、7周⽬のシケイン進⼊で逆転を許した。その後は4番⼿から
の追い上げることになったが、その⽮先、ヘアピンを⾛⾏するGT300⾞両のタイヤが
外れるアクシデントが発⽣。⾞両が停⽌したため、フルコースイエローが宣⾔された。
さらにその2分後にはセーフティカーが導⼊され、メインストレート上ではGT500、
GT300クラスそれぞれにおいて整列を実施したのち、改めてGT500、GT300の順で
フォーメーションラップを⾏なった。レースは12周終わりでリスタートすると、牧野
選⼿はポジションをキープして⾛⾏を続けた。

最初のルーティンワークは28周⽬終了時に実施。⼭本選⼿へのドライバー交代をはじ
め給油とタイヤ交換を済ませる”フルサービス”を⾏なう。また、34周終わりで最後1
台のGT500⾞両がピットイン、全15台が1回⽬のピット作業を終了することとなり、
No.100 STANLEY NSX-GTは7番⼿から中盤の戦いへと突⼊する。この時、⾜元には
スタート時と同じくハード寄りのタイヤが装着されていたが、スタート時に⽐べて気
温は2度、路⾯温度に⾄っては11度も低下。ペースを上げることが難しい状態では
あったが、粘りの⾛りで7番⼿のまま周回を重ねた。2回⽬のピットインは、47周終了
時に実施。⼭本選⼿がダブルスティントを担当するため、ドライバー交代はせずに給
油とタイヤ交換のみでコースに復帰する。なお、タイヤはソフトタイヤを選択。これ
で速さを活かす⾛りが可能となり、ひとつまたひとつとポジションを上げていった。
レース終盤に向かうなか、6番⼿につけたNo.100 STANLEY NSX-GTは⽬前の23号⾞
Nissan Zを猛追。さらにその前には1号⾞Nissan Zがおり、⼤逆転のチャンスが訪れ
る。



表彰台が視野に⼊るなかで攻めの⾛りを続けていたが、59周⽬にはシケイン⼿前でま
さかのアクシデントが発⽣する。ポジション争い中のGT300⾞両2台の後⽅から23号
⾞が近づき、3台が並⾛。中央にいたGT300⾞両のフロントと23号⾞のリアが接触し、
その勢いで態勢を崩した23号⾞が⼤クラッシュに⾒舞われる。これを受けてセーフ
ティカーが導⼊されたがすぐさま⾚旗提⽰が提⽰され、レースは中断となった。

23号⾞のドライバーは意識ある状態で無事救出されたが、⼤事をとって病院に搬送さ
れることに。また、クラッシュで破損したタイヤバリア、ガードレールなどの設備修
復に時間を要すること、またレース継続に必要な安全の保障が難しいことなどから、
最終的に、レースはこの⾚旗提⽰をもって終了することが発表された。

レース結果としては56周終了時点の順位が採⽤され、2度⽬のピット作業前にトップ
を⾛⾏していた3号⾞Nissan Zが優勝となり、No.100 STANLEY NSX-GTは暫定5位
に。この結果に対し、全15チームのうち10チームが抗議を提出。これが受理され、
ピット作業が未消化だった3号⾞には競技結果に60秒が加算される。No.100 
STANLEY NSX-GTの順位には変化はなかったが、3号⾞がタイム加算に対して抗議
を提出。⼤会審査委員会がこれを却下したため、この裁定結果に対して3号⾞が控訴
を⾏なうという意志を書⾯で表明した。よって、レース当⽇に正式結果が出ることは
なくなり、現在は暫定結果のまま留保されている。

クラッシュ発⽣により負傷したドライバーが⼤事に⾄らずに済んだことは幸いでは
あったが、⾚旗でのレース終了は、戦いの⾏⽅を⾒守っていたファンの⽅々にとって
残念な結末でもあった。⼀⽅、No.100 STANLEY NSX-GTとしては、”強い戦い”を
追求し、チームの総合⼒をフル活⽤してレースに挑んだ2⽇間となった。このあとは、
第4戦富⼠までの⻑いインターバルを有効に使い、シーズン中盤戦以降の戦いに向け
てしっかりと準備を進めていくことになる。



◎⼭本尚貴選⼿

COMMENT FROM TEAM
◎⼩島⼀浩監督

残念な形でレース終了となりました。100号⾞
としては、最初からちょっとペースが上がりに
くいところがありました。
僕は第2、第3スティントを担当したのですが、
第2スティントでは牧野選⼿がスタートで装着し
ていたものと同じハード側のタイヤを装着した
ところ、少し硬すぎた感じでペースを上げられ
ませんでした。

レース内容としては⾚旗中断となり、残念な結果で
した。レースは序盤に装着したタイヤがマッチング
せず、ポジションを落とすことになりましたが、中
盤以降はうまくアジャストできたので、追い上げて
ポジションを上げて⾏こうと思っていました。そん
ななかであのようなアクシデントが起こってしまっ
たので、僕らにとっては残念な結果となりました。
ただ、⼤きなアクシデントながらドライバーが無事
で良かったです。

そこで第3スティントではソフトタイヤを選択したのですが、かなりタイヤもクルマのコン
ディションも調⼦良く⾛ることができたので、前の⾞両を追い詰めていくこともできました。
そんななか、⽬の前で⼤きなアクシデントが発⽣し、その⾞両から外れたタイヤが⾶んでき
て100号⾞のルーフに当たってしまったのですが、なんとか最後までクルマを⾛らせること
ができたのは良かったと思います。しかしこういう終わり⽅は誰も望んでいなかったので、
残念だという気持ちもあります。次の鈴⿅戦もそうですがその前に富⼠でのレースに向けて、
またしっかりと仕切り直してチームのみんなと⼀緒に頑張りたいと思います。引き続き応援
をよろしくお願いします。

次の第4戦までしばらく時間が開きますが、休む
ことなく次の富⼠に向けて全⼒で準備して臨み
たいと思います。引き続き、応援よろしくお願
いします。



COMMENT FROM TEAM

◎牧野任祐選⼿
担当した第1スティントではペース⾃体は悪くは
なかったのですが、GT300クラスとの絡みや混雑
の中で⾛るとタイヤのピックアップも多くて、
ペースを上げられるときとそうでないときの差が
ありました。ただ、全体としてはペース良く⾛る
ことができました。
（⼭本）尚貴さんに繋いで、後半はいいレースが
できるのではと思った⽮先、⼤きなクラッシュが
ありました。

ドライバーが無事だったことは良かったの⼀⾔に
つきます。レースではこういうアクシデントがつ
きものだと思いますが、危険が伴うことを改めて
実感することとなりました。

改めて気を引き締めてレースをする必要があると思いました。⾚旗中断のままレースが終
わったので、お客さんには申し訳ないと思いますが、次戦以降も応援していただきたいの
でサーキットでお待ちしていますので、ぜひお越しください。


